




⑮アンテナは技術基準により取り外し出来ません。

受信機RD-208のUPまたはDOWNを押し、使用環境に発射されている周波数が無いか

確認する。LEDが止まったところは近くでＣ型の電波が使用されている可能性があるので

使用を避ける。使用されていると思われるCHを除き、同一グループ内で、任意の1波を

決めて、送信機RD-20７のG-CHを決める。





ラ





6

●アンテナ
　⑭アンテナはλ/4ヘリカルアンテナを標準にしています。コネクタはSMA（50Ω）です。
　322MHz帯に適応するものであれば交換は可能ですが、純正品をお勧め致します。

●イヤホン出力
　⑫イヤホン出力は0.1mW（適合インピーダンス8Ω～32Ω）です。
　インピーダンスが適合しないと適正レベルが得られない場合があります。又、レベルアップの
　為にボリュームを上げ過ぎると、音割れや、電池を早く消耗する要因となります。

5)LOCK（誤作動防止）
　⑮LOCKスイッチを倒すと、チャンネルが固定し、すべてのキー（Key）は動かなくなる

4)TUNE
　使用環境の中で、使用中の周波数は⑦TUNE LEDが点灯する。

3-3.AUTOmode(GOLFmode）
　　 POWERを入れ⑤A・SCANキーを長押し(１秒以上)すると、⑥AUTOが点灯しSCANが
　　 開始される。電波を自動でキャッチするとTUNE LEDが点灯し、SCANを停止する。
　　 「その後、電波の強さが弱くなると」、次の電波を自動的にSCANする。
　　 ゴルフ場などの送信エリアをまたぐ際に利用できる。
　　 なお、AUTO modeのSCANは全SCANなので、注意が必要です。
　　 　　※通常はMANUALmode、またはSCAN UP/DOWN modeを必ずご利用ください。　　 　　※通常はMANUALmode、またはSCAN UP/DOWN modeを必ずご利用ください。

3-2.SCAN UP/DOWN mode
　　 UPキーまたはDOWNキーのいずれかを長押し(0.5秒以上)することにより、SCANを開始。
　　 発射されている電波を自動でキャッチするとTUNE LEDが点灯し、SCANを停止する。
　　　　 ※LED表示…G・CH、TUNEのLEDは常時点灯する。

G・CH表示…UP/DOWNを操作して任意の G・CHにセットすると、LEDが点灯する。
　※G・CHが決定したら、⑮LOCK Keyを入れておくと誤作動を防止できる。

3-1.MANUALmode
　　 ⑩ＵＰまたは⑪DOWNキーを軽く押すとマニュアルで⑧G(グループ)・CH(チャンネル)を
　　 設定することができる。

3)3つのモード
　MANUALmode　　SCAN UP/DOWN mode　　AUTO mode

2)パワースイッチ
　③POWER（電源スイッチ）を1秒以上長押しすると④POWER LED（赤色）が点灯する。
　ラストチャンネルメモリーの G、CHのLEDが点灯。1秒以上長押しするとOFFする。
　使用電池の状況により、POWER LEDは下記のように推移します。
　　　　　　　　　十分な電源電圧がある場合→点灯
　　　　　　　　　電池交換時期→遅い点滅
　　　　　　　　　直ぐに利用停止→早い点滅　　　　　　　　　直ぐに利用停止→早い点滅
※なるべく早めの電池交換、また、定期的にアルコールによる電池端子のクリーニング
　をお勧めします。

●使用方法
1)電源
　①電池蓋を矢印の方向にスライドして開ける。
　②バッテリーBOXにアルカリ単Ⅲ乾電池×1本を、マイナス極を先端にして入れ蓋を閉める。
　　バッテリーBOX内のバネがある方がマイナスです。

●機能
・POWER、UP/DOWN、A・SCANスイッチはタクトスイッチを使用し、容易に且つ安全に
　操作可能です。
・オートスキャン機能…本機はチャンネルスキャンをマニュアル又はオートマチックに行うこと
　　　　　　　　　　　ができバンド間のチャンネル切替が素早く行える高機能を備えています。

◆ＲＤ－２０８
ABS樹脂性のボディは、従来の受信機（RD-202）に比べ軽量・コンパクトにまとめ
られさらに使いやすくするため、使用チャンネルの設定がワンクリックで済むように
設計されています。







※本機・オプションの仕様及び外観は改良のため、予告なく変更することが
　ありますが、ご了承ください。

◆RD-208仕様

周波数　　　　　　　特定小電力　C型322MHz帯
チャンネル数　　　　13チャンネル
コンパンダ　　　　　1/2圧縮
電流　　　　　　　　1.5V負荷　8Ω　0.1mW出力時
バッテリー残量表示　LED点滅
持続時間　　　　　　１０時間以上（アルカリ）常温25℃において持続時間　　　　　　１０時間以上（アルカリ）常温25℃において
スケルチ　　　　　　内部で設定
電源　　　　　　　　単Ⅲ×1本
外形　　　　　　　　75mm（H）×50mm（W）×22mm（D）
重量　　　　　　　　59ｇ（本体のみ）

◆RD-223仕様

入力レベル　　　　　MIC＝－70dB～－30dB
　　　　　　　　　　LINE＝－36dB～＋4dB
入力インピーダンス　MIC/LINE＝600Ω
出力レベル　　　　　－20dBm
出力インピーダンス　600Ω
周波数特性　　　　　50Hz～15KHz周波数特性　　　　　50Hz～15KHz

◆RD-207仕様

空中線電力　　　　　1ｍW
周波数　　　　　　　特定小電力　C型322MHz帯
発振方式　　　　　　PLL周波数シンセサイザー
コンパンダ　　　　　1/2圧縮
電流　　　　　　　　乾電池使用時：3V　/　外部電源使用時：12V
消費電流　　　　　　100mA以下（乾電池、外部電源）消費電流　　　　　　100mA以下（乾電池、外部電源）
バッテリー残量表示　LED点滅
LINE入力コネクタ　　XLR32相当
MICコネクタ　　　　Optionケーブル
　　　　　　　　　　HRS4P（特殊）ワイヤレスマイクケーブル
　　　　　　　　　　ピンマイクケーブル（ファンタム供給）
　　　　　　　　　　TSP・RAMSA・SANKEN・SENHEISER
入力レベル　　　　　－60、＋4dB入力レベル　　　　　－60、＋4dB
持続時間　　　　　　8時間以上（アルカリ）常温25℃において
電源　　　　　　　　単Ⅲ×2本
外部電源電圧　　　　12V
外形　　　　　　　　62mm（H）×122mm（W）×28mm（D）
重量　　　　　　　　330g（本体のみ）
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